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搭良

　
　
　
　
　
　
一
　
ク
ラ
プ
ロ
オ
ト
の
満
洲
三
選

　
　
こ
の
書
は
コ
ル
ヂ
ェ
の
支
那
墨
書
録
（
出
●
O
o
尻
象
Φ
誉
b
d
笹
財
9

け
犀
㊦
O
働
ω
貯
胃
鋤
●
＜
O
一
・
一
く
・
勺
窮
鼠
の
”
H
り
O
『
O
O
ポ
b
Ω
刈
α
窃
）
に
次
の
如

く
著
録
さ
れ
て
み
る
。

　
　
　
O
鐸
Φ
ω
8
営
暮
三
⑦
ヨ
鋤
鼠
魯
o
F
o
信
濁
⑦
窪
藩
臣
Φ
3
海
Φ
ω

ヨ
”
昌
自
O
げ
O
億
℃
鳥
①
ω
離
昌
仙
簿
廷
捌
唱
Φ
『
の
O
口
口
Φ
o
α
ρ
億
一
〈
Φ
虹
一
Φ
μ
仲
ω
噸
O
？

O
環
℃
⑦
憎
鳥
①
一
り
傷
け
自
自
①
自
Φ
O
Φ
け
け
Φ
一
片
口
ひ
q
億
Φ
…
℃
ρ
門
匂
・
閑
一
遍
O
『
O
陣
ず
●

困
戦
馬
臨
ヨ
①
”
悔
鍵
鋤
開
け
〇
二
ω
”
鉱
O
謬
　
傷
①
竃
晦
ぴ
　
一
①
O
鋤
吋
山
Φ
　
血
Φ
ω

ω
O
Φ
餌
江
里
言
帥
一
鴇
H
B
も
弓
一
ご
P
Φ
醜
婦
①
脱
O
《
鋤
一
〇
・
　
冨
．
一
）
O
O
O
●
×
〉
（
＜
H
同
同
》

一
昌
・
c
◎
℃
娼
℃
。
）
（
剛
H
l
b
Q
刈
G
◎
6
α
簿
嵩
ω
一
鴇
⑦
『
『
餌
什
簿
。

別
に
攣
つ
海
事
が
あ
る
の
で
無
い
が
、
最
後
の
正
誤
具
な
し
が
少

し
薪
晒
に
な
る
の
で
あ
．
る
。
次
に
露
闘
　
大
藤
…
省
の
満
…
洲
地
歎
㈹
（
○
℃
苧

東
洋
癬
螺
欝
考
抄
（
贋
灘
）

ω
鋤
昌
一
Φ
冨
僧
昌
鴇
α
欧
¢
『
自
。
　
ω
O
ω
け
簿
く
一
⑦
置
O
く
困
（
嚢
ρ
昌
O
Φ
こ
鋤
醜
臨
竃
一
昌
隅
O
け
憎
鎚

勺
凶
昌
餌
昌
ω
O
く
娼
O
山
N
Φ
鳥
鋤
押
O
一
色
㎞
Ψ
一
ヨ
謬
弓
こ
倉
2
　
勺
O
N
像
昌
の
O
＜
鋤
。
　
↓
O
ヨ

H
一
。
　
℃
憎
出
O
臓
⑦
β
こ
簿
●
　
の
㍉
勺
①
け
Φ
門
ぴ
偉
弓
ぴ
q
噂
日
Q
◎
り
N
　
　
　
℃
り
出
O
欲
Φ
δ
｛
O
）
（
。

じご

ｫ
財
。
ひ
q
『
9
良
£
9
］
≦
三
口
鷺
黛
償
ほ
㌍
ω
窪
●
H
り
●
）
を
門
治
る
と
、
上
記
の
・
文

中
の
ク
ラ
プ
ロ
オ
ト
編
と
云
ふ
句
を
m
闘
い
だ
備
｝
で
間
∵
文
で
太
田
観
を

華
げ
正
誤
表
な
し
迄
出
て
み
る
Q
爾
ぼ
其
下
に
飛
入
と
し
て
、

　
　
　
O
ξ
o
ω
8
ヨ
簿
践
①
露
岩
鳥
畠
。
離
。
魔
冨
2
Φ
高
邑
叶
①
碁
Φ
ω

ζ
簿
講
幽
O
び
O
¢
●
　
勺
鋤
甑
ω
鳩
H
c
Q
b
Q
c
Q
●
Q
◎
。
．

と
掲
げ
て
識
の
る
。
こ
れ
を
以
て
見
る
と
二
本
有
る
か
と
の
疑
を
生

す
る
。
然
し
ク
ラ
ブ
皿
オ
ト
澱
幽
珂
瞬
録
（
O
鋤
二
一
〇
田
舞
Φ
岱
①
ω
一
一
く
触
Φ
ω

圃
碁
》
醜
一
ヨ
①
ρ
　
α
①
ω
ヨ
嚢
9
類
q
ω
O
層
一
件
ω
　
⑦
け
　
住
の
ω
　
O
画
く
目
鋤
ひ
q
の
ω
　
O
ず
口
口
O
一
ρ

酔
畑
層
帥
山
『
①
ω
鳩
山
鋤
℃
O
昌
嚢
ゆ
帥
ρ
　
Φ
叶
ρ
噛
　
O
O
ご
P
冒
O
ω
効
O
け
　
一
鋤
　
ぴ
一
ぴ
凱
O
侍
げ
①
ρ
q
①

鳥
Φ
臨
⑦
嵩
寓
・
囚
一
悪
℃
彗
O
け
び
・
　
℃
触
㊦
論
陣
伽
憎
Φ
勺
拶
憎
葺
Φ
．
　
U
℃
餌
同
一
ω
サ
H
Q
o
ら
◎
㊤
・

櫨
罪
一
一
十
・
舐
巷
　
　
轄
解
凶
噛
概

八
践
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東
洋
箪
欝
考
抄
（
贋
演
）

噂
・
認
）
に
は
本
書
を
一
　
部
著
饗
し
て
み
る
が
、
別
に
趨
…
異
あ
る
糠

に
も
記
し
て
み
な
い
し
、
毬
尾
索
引
巾
・
の
著
作
年
表
に
も
痢
一
等
及

ぶ
所
も
な
い
の
で
あ
る
。
た
嘗
余
が
凹
見
る
を
得
た
る
二
部
を
以
て

す
る
と
、
憎
…
本
あ
る
檬
で
あ
る
。

　
其
｝
は
正
し
く
コ
ル
ヂ
ェ
の
著
録
に
合
す
る
も
の
と
愚
ふ
の
で

あ
る
が
、
三
重
な
纂
に
は
二
七
二
頁
迄
し
か
な
く
最
後
を
睨
落
し

て
み
る
の
で
、
正
誤
表
が
有
る
か
無
い
か
は
確
め
得
な
い
の
で
あ

る
。
其
二
は
原
形
の
儘
で
改
装
は
し
て
み
な
い
と
恩
は
れ
る
本
だ

が
、
序
丈
と
其
前
の
表
題
大
題
の
二
枚
と
も
な
く
、
然
も
最
後
に

正
誤
表
の
二
貴
が
添
加
さ
れ
て
る
る
。
二
七
ご
瓢
鰻
の
裏
は
白
紙
で

次
の
頁
に
表
が
あ
る
。
そ
こ
で
此
二
部
と
諸
籏
の
著
録
と
を
参
照

し
て
見
る
と
、
最
初
の
刊
本
は
序
文
あ
り
隣
録
あ
り
正
誤
表
な
き

も
の
で
あ
っ
て
、
別
に
序
文
な
く
從
っ
て
序
丈
最
後
の
貰
の
裏
．
即

ち
黒
蟻
頁
に
當
る
目
録
も
な
く
、
而
し
て
最
後
に
正
譲
表
を
加
え

た
一
本
が
後
に
出
た
も
の
ら
し
い
。
第
二
本
は
大
題
の
頁
が
な
い

か
ら
刊
記
が
な
く
年
は
分
．
ら
な
い
が
、
紙
賛
、
よ
り
見
れ
ば
無
り
年

は
一
隔
ら
ぬ
だ
ら
う
か
。
荷
ぼ
精
細
に
調
べ
て
見
る
と
、
灘
丈
名
賢

集
は
二
一
二
百
ハ
で
終
〃
つ
て
み
る
が
、
第
二
本
は
二
三
｝
貝
の
裏
が
白
紙

第
瓢
十
灘
巻
　
第
繊
號

八
六

で
、
其
次
頁
に
感
懸
篇
等
三
篇
の
道
教
凝
議
の
題
名
が
あ
り
、
其

褻
頁
が
亦
爵
紙
で
、
寛
（
・
滋
強
が
ら
そ
の
描
…
洲
文
に
な
り
、
其
裏
轡
興

に
は
瓢
六
　
鷺
と
丁
付
も
あ
っ
て
以
下
に
縮
蝋
く
が
、
第
二
太
一
で
は
瓢

三
　
災
の
裏
が
感
鷹
…
篇
羅
胃
の
題
名
で
、
其
次
｝
貴
は
満
洲
丈
が
始
棄
り
、

其
裏
は
問
じ
く
二
六
頁
の
丁
付
あ
る
描
…
交
．
が
奮
い
て
る
る
。
だ
か

ら
第
二
本
は
一
貝
鋤
渦
が
趨
晶
締
晒
す
る
が
、
卿
姫
一
太
－
で
は
白
紙
の
～
員
を
瓢
坤

へ
て
は
蓮
緋
敵
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
k
丈
別
の
紙
い
を
挿
入
し
て
み

る
事
と
な
っ
て
み
る
。
蓋
し
第
二
本
で
は
第
∴
本
の
こ
玉
を
改
訂

し
た
の
で
あ
る
．
栂
檬
訳
無
構
悠
冊
約
・
文
の
縞
欝
の
所
も
白
紙
二
品
ハ
が
同

縷…

ﾉ
改
訂
さ
れ
て
欝
概
鰍
を
蓮
綾
さ
せ
て
る
る
。
こ
X
で
は
出
題
の

頁
も
改
印
さ
れ
て
み
る
。

　
以
上
の
誰
に
よ
っ
て
、
本
丁
観
に
一
…
種
あ
り
、
煉
刊
は
晶
序
文
隣
…
鍮

を
蒼
し
た
も
の
で
喪
だ
正
誤
表
の
無
い
も
の
、
後
釜
は
序
丈
．
園
録

を
侠
脱
し
正
誤
表
を
附
し
た
る
も
の
．
な
る
を
知
る
事
が
解
悟
る
。

二
　
蒙
交
馬
太
傳
と
約
翰
傳

　
ラ
ゥ
フ
．
一
ル
の
弗
鐘
古
論
蹴
…
録
（
ご
コ
■
ぴ
鋤
鋸
胤
Φ
婦
“
ω
症
N
N
の
⊆
①
憎

悪
。
口
瞬
○
罵
ω
9
拓
昌
ζ
3
鑓
宕
憎
・
麟
Φ
一
Φ
鉱
ω
器
ヨ
竃
轟
く
H
H
周
」
a
3
r （550）



㌧

ご
ご
鐸
鳥
鋤
噂
①
ω
け
矯
H
①
O
刈
●
ω
．
b
こ
㎝
ρ
嵩
O
け
Φ
も
◎
●
．
）
の
カ
ル
マ
ク
鷺
醐
撫
戴
岡
の

條
下
の
註
に
、
カ
ル
ヤ
ク
習
事
翰
傳
の
別
行
本
の
事
を
記
し
た
後

に
、
空
馬
太
傳
は
籏
古
語
で
一
八
一
九
年
聖
業
得
墾
に
て
、
馬
可
撤

と
路
加
傳
は
一
八
一
二
年
に
糾
版
さ
れ
た
」
と
出
て
み
る
“
こ
ん

な
註
の
中
に
有
る
の
だ
か
ら
、
蒙
古
語
で
と
断
っ
て
あ
っ
て
も
少

し
不
能
議
な
感
じ
が
す
る
。
、
蒙
古
語
が
蒙
古
文
語
の
事
な
ら
ば
単

語
翻
灘
の
條
に
解
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
も
愚
は
れ
る
の
だ
。

或
は
是
れ
は
う
ウ
フ
ェ
ル
の
親
し
く
見
た
も
の
に
よ
っ
て
記
し
定

の
で
な
く
、
何
か
の
記
載
に
依
暫
し
た
の
で
か
う
貴
ふ
風
に
な
っ

て
み
る
の
か
も
知
れ
な
い
．
。

　
蒙
古
文
語
の
新
約
聖
書
は
ス
タ
リ
ブ
ラ
ス
と
ス
ワ
ン
　
（
国
宣

ミ
⇔
弓
懸
ω
什
艶
蔓
ぴ
晶
群
ω
の
餌
⇒
幽
≦
．
ω
≦
鋤
昌
）
と
に
よ
っ
て
出
　
來
上
つ
、

た
ん
だ
が
、
そ
の
底
本
に
は
影
野
鞄
書
記
就
の
二
野
を
利
用
し
た

と
う
ウ
フ
ェ
ル
も
書
い
て
み
る
ひ
此
爾
人
は
奮
約
聖
書
の
醗
課
に

祭
し
て
・
も
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
囹
。
旨
．
ω
O
ず
鍵
誌
ε
の
校
關
凹
を
維
掩
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
原
稿
は
大
英
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
み
る
。
随

っ
て
上
記
の
露
都
重
刊
本
が
丈
籍
と
す
れ
ば
、
嗣
り
質
置
し
た
も

の
に
相
違
な
い
。
ラ
ウ
フ
濫
ル
は
何
と
も
詑
さ
な
い
が
、
是
等
落

東
洋
攣
講
、
考
抄
〈
贋
滅
〉

刊
本
の
勘
考
が
必
ず
シ
講
、
・
・
ッ
ト
で
あ
る
黎
も
推
知
し
得
る
。
…
果

し
て
コ
ワ
レ
フ
ス
キ
の
渋
縄
岡
の
点
塗
鷺
厳
酬
購
爵
・
に
（
旨
O
ω
O
℃
げ
国
自
似
亭

β
Φ
囲
O
叢
論
Φ
≦
の
困
臥
鱒
O
矧
9
圃
O
捧
昌
鉱
贋
⑦
ヨ
。
嵩
瞬
O
一
跡
二
ω
ω
φ
笥
簿
β
沿
鉱
ω
●

↓
9
β
Φ
目
唇
沼
川
ω
勉
P
H
c
◎
心
蒔
●
や
く
岡
踏
⑦
け
×
瀕
）
編
醤
黛
口
（
四
種
か

ど
う
か
分
ら
な
い
）
と
使
徒
行
脚
…
が
シ
訊
ミ
ッ
ト
灘
騨
と
し
て
駕
淵
げ

ら
れ
て
る
る
。
惜
し
い
事
に
は
刊
行
年
月
は
総
て
み
な
い
。
た
隙

使
徒
行
傅
に
は
聖
彼
得
騒
々
…
書
重
患
の
町
版
と
出
て
み
る
の
で
、

…
愚
版
地
は
分
る
。

　
余
は
馬
太
徳
と
約
翰
傳
と
の
合
議
－
に
な
っ
た
の
を
知
る
計
り
で

あ
る
。
大
約
縦
十
五
纒
横
三
〇
・
五
糎
の
長
方
形
紙
一
に
大
約
縦
十

一
纈
…
牛
礁
臓
二
十
・
六
癒
仙
牛
個
数
の
欄
囲
内
に
印
一
聰
鼎
し
、
　
丁
蹴
蝦
は
職
㈱
の
謝
側

に
表
丈
に
印
鰯
叩
し
、
丁
子
酵
、
諏
古
言
典
風
に
な
っ
て
宣
言
、
上
を
横

に
訂
威
し
て
あ
る
。
訂
威
は
元
の
艦
か
ど
う
か
分
ら
な
い
、
馬
太

傳
の
表
題
は

　
　
じ
d
由
良
鋤
昌
・
億
　
ρ
す
嵩
H
㎞
O
q
ω
函
（
③
臨
ω
み
O
≦
の
出
嵩
　
ω
㎞
”
⑦
－
↓
㎞
ω
み
倉
ユ
ー

聖
誕
づ
み
螢
－
《
一
昌
”
　
ζ
①
け
偏
理
《
圃
⇒
自
⑦
ひ
q
Φ
鳥
沢
鋤
鉱
δ
窃
q
ω
鼻
∂
5
網
坤
ぞ
鋤
欝
畿
・

臓
歳
魏
Φ
ヨ
免
（
黛
鋤
欝
継
q
鍔
勉
飢
Φ
ぴ
叶
Φ
、
∴
・
○
貯
郎
凶
讐
の
鋤
ぴ
。
貯
昌
”

ぴ
鋤
冠
二
八
創
⇔
身
熱
騎
①
凶
鶯
ヨ
¢
騨
q
巳
餌
鄭
ウ
q
傷
環
触
読
鴬
『
犀
魯
凶
α
偽
け
飴
筥
鈴
ワ

第
二
十
識
巻
　
第
㎝
鰻
號
｝

八
七
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策
洋
畢
欝
興
野
（
石
窯
）

好
の
詳
。
訂
”
鳥
霞
8
0
財
q
亀
押
像
受
一
口
げ
巳
澱
負
鋤
“
同
ω
鉱
ハ
磯
卑
渥
。
ぴ

珍
ヨ
凶
錠
露
δ
興
⑦
磯
魚
講
点
。
醜
α
お
巳
ぴ
巴
・
∵

（
我
鱗
の
主
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
祝
耕
七
声
盤
田
の
、
馬
太
の
鯨
く
聾
…

　
嚢
編
勲
繍
漁
戸
と
愛
へ
る
首
回
翁
。
衆
生
に
導
車
あ
り
、
無
窮
の
幸
輻

　
に
到
る
捷
樫
を
衆
生
に
示
さ
ん
爲
め
に
、
イ
サ
ク
・
ヤ
コ
ブ
・
シ

　
ミ
ド
吾
れ
之
を
課
せ
り
。
）

と
あ
り
、
終
り
に
は
刊
記
、

　
　
ω
山
踏
瞬
内
心
畳
ぴ
犀
畳
ぴ
q
の
瓢
ロ
憎
鄭
お
Φ
ヨ
冒
ひ
q
ひ
q
鋤
瓢
鉱
ヨ
簿
β
」
寧

ひq

�
闖
尠
蛯
ﾒ
僧
昌
旨
ω
琢
山
島
識
⑦
憎
O
口
蜂
α
餌
村
β
ぴ
効
鱒
∴
・

（
島
隠
…
得
墾
に
て
一
重
八
百
十
九
年
に
印
刷
せ
り
．
、
）

が
あ
る
。
本
説
は
五
十
九
葉
、
　
百
十
八
暫
ハ
。
二
重
傳
は
表
懸

　
　
囲
一
≦
Q
準
9
3
く
貯
創
Φ
ひ
q
Φ
鳥
飴
餌
ユ
δ
騎
ω
ρ
口
嘱
圃
≦
効
昌
ひ
q
混
一
餌
O
憎
写

ω
旨
鋤
・
∵

（
約
翰
の
涌
く
聖
き
輻
訟
田
鰍
冨
疋
な
り
。
）

と
な
つ
．
て
居
り
、
刊
記
は
無
い
。
本
丈
五
十
葉
、
九
十
九
頁
○
こ

れ
に
よ
つ
て
、
馬
太
傳
は
ラ
ゥ
フ
ェ
ル
の
註
記
を
難
し
得
る
が
、

約
翰
傳
の
嵐
版
年
は
分
ら
な
い
。
も
し
余
の
見
た
る
本
が
初
刊
時

の
合
訂
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
馬
太
傳
と
同
時
と
な
る
だ
ら
う
。
所

第
工
十
五
巻
　
第
照
號

八
八

で
ク
ラ
ブ
獄
オ
ト
悪
鳥
堂
岡
闘
録
六
頁
を
㎜
見
る
と
、
馬
太
径
翰
爾
…
編
漁
田

書
と
使
徒
行
傳
と
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
謁
本
が
二
部
撫
て
る
る
。
こ
れ

は
合
膝
本
ら
し
い
。
合
扇
が
原
本
の
雄
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
余

の
二
種
合
製
本
が
あ
る
か
ら
断
定
し
難
く
い
が
、
三
種
の
謬
本
が

殆
ん
ど
同
時
か
と
は
推
し
得
る
。
そ
れ
に
し
て
も
観
楓
目
録
に
馬

可
・
路
加
爾
傳
鐸
本
の
存
在
し
な
い
の
は
偶
然
だ
ら
う
か
。
コ
ワ

レ
フ
ス
キ
が
た
§
輻
音
書
と
複
数
で
鋸
げ
工
種
か
四
種
か
を
明

記
し
て
み
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
ゆ
う
ウ
フ
ェ
ル
の
馬
可
・
路
加

爾
傳
の
一
八
二
…
出
　
刊
の
所
櫨
…
の
明
か
に
な
る
を
待
つ
外
は
な

い
。
た
獄
ラ
ゥ
フ
ェ
ル
の
註
記
に
、
約
定
櫨
∵
使
徒
行
傳
も
繊
版

さ
れ
て
る
、
智
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
諜
本
な
る
事
は
補
ひ
得
る
わ
け
で

あ
る
。

三

ク
ラ
ブ
ロ
オ
ト
の
ウ
イ
グ
川

書
語
文
字
考

　
本
書
は
コ
ル
ヂ
エ
・
支
那
藥
書
録
第
四
巷
二
七
一
一
八
欄
に
次
の

如
く
掛
て
る
る
。

　
　
〉
ぴ
げ
鋤
予
感
¢
嵩
ぴ
q
燐
ぴ
Φ
憎
蝕
Φ
Q
Q
弓
場
恥
O
び
Φ
望
O
畠
ω
O
び
ユ
津
鳥
O
憎

甲
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q
お
鉱
騰
Φ
煩
く
O
ロ
旨
く
．
閑
貯
弓
居
O
け
び
．
●
．
切
①
ユ
凶
P
H
Q
◎
一
昏
の
℃
圃
弓
。
◎
噂

℃
や
¢
①
薄
H
℃
r

さ
う
し
て
減
し
て

　
　
く
O
騨
価
鋤
q
旺
①
ヨ
Φ
口
⇔
δ
＜
Φ
居
N
Φ
ド
び
鼠
ω
の
鳥
⑦
『
〇
三
戸
二
⇒
島

回
≦
二
目
阜
　
ご
d
降
O
げ
Φ
材
α
O
図
貯
℃
醜
O
け
ダ
勺
£
ρ
鼠
ρ
H
c
Q
b
Q
b
σ
博
O
．
H
G
Q
り

。
け
ω
＄
●

と
云
っ
て
み
る
、
、
然
し
こ
の
爾
本
の
閣
一
に
は
重
要
な
る
漁
国
都
が
行

は
れ
て
る
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
注
し
て
み
な
い
。
ク
ラ
ブ
買
オ
ト

遺
識
凹
固
録
五
三
．
　
貝
に
は
・
本
漁
筒
の
ベ
ル
リ
ン
一
八
ご
一
年
太
∴
一
部
、

パ
リ
　
…
八
一
一
∩
）
年
本
一
部
を
鵜
黙
せ
、
　
一
一
一
九
↓
頚
、
に
は
　
…
一
納
国
林
一
土
山
払

交
感
　
所
属
潭
晒
満
…
闘
仁
川
瞬
録
」
一
一
部
を
掲
げ
て
こ
の
孤
㎜
交
が
附
録
と

し
て
存
す
る
墓
を
記
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
表
題
を
謬
出
し
た
の

で
、
別
に
三
訂
の
講
た
は
及
ん
で
み
な
い
。
叉
同
書
の
著
作
年
表

の
嘘
圃
に
も
三
本
は
そ
れ
ぞ
れ
其
年
に
懸
け
て
は
あ
る
が
、
矢
一
張
り

櫓
訂
の
灘
に
は
点
れ
て
み
な
い
。
元
穿
軍
な
る
記
録
と
し
て
な
れ

ば
其
詳
細
…
は
記
す
る
に
及
ば
な
い
の
も
固
り
其
廣
で
あ
ら
う
。
然

し
鎭
要
な
る
櫓
補
が
あ
る
も
の
は
注
記
を
戴
く
と
、
偶
々
以
て
後

世
に
譲
を
覧
る
纂
と
な
り
勝
で
あ
る
、
石
酬
山
村
先
生
の
誤
ら
れ

，
菓
洋
箪
轡
考
抄
ハ
層
譲
）

た
（
聴
入
の
支
那
研
究
、
現
代
炭
「
錐
’
大
系
第
八
巷
、
昭
和
七
年
東

京
刊
。
二
五
〇
頁
）
の
懲
或
は
こ
ん
な
事
に
地
鼠
す
る
の
で
あ
ら

う
か
。

　
上
記
の
伯
林
呑
舟
の
表
題
は
詳
か
に
は

　
　
く
㊦
憎
N
Φ
一
〇
び
拶
簡
ω
ω
自
の
憎
O
ゴ
一
瓢
①
ω
δ
O
び
Φ
口
振
口
翫
コ
P
曽
昌
山
の
O
げ
億
一
‘

ω
o
ず
Φ
旨
切
燐
。
ぴ
興
質
口
山
鵠
餌
昌
魁
ω
o
び
鼠
離
⑦
昌
山
巽
搾
α
出
自
嵩
。
げ
①
昼

bご

ﾜ
賦
O
け
び
⑦
犀
N
ρ
じ
d
Φ
ユ
貯
℃
ヨ
間
け
Φ
寮
O
憎
諺
び
び
餌
嵩
鳥
ε
添
晦
燐
び
O
『

島
①
ω
弓
塊
勉
O
び
①
¢
⇒
鳥
の
O
び
ユ
津
α
o
弓
q
凶
か
身
ρ
醜
Φ
鐸
…
〈
O
P
旨
巳
貯
ω

国
幣
O
『
○
汁
『
　
》
ぴ
騎
①
山
憎
環
O
ド
け
N
q
b
O
O
O
国
拷
①
諺
覧
鉛
機
Φ
昌
●

と
題
し
て
、
中
の
大
題
の
所
〔
に
は

　
　
℃
麟
鳳
ρ
画
β
鳥
Φ
居
渥
α
昌
一
財
箒
ば
O
ぴ
Φ
嵩
b
居
¢
O
囮
（
Φ
醜
Φ
い
H
G
◎
吋
も
の
．

と
懸
濁
が
鍬
て
る
る
。
さ
う
し
て
此
伯
林
目
録
附
録
ウ
イ
グ
ル
語

雷
文
宇
考
の
後
記
（
Z
偶
。
ず
の
。
財
鼠
h
戸
ω
・
①
ド
）
の
初
め
に
、
ク
ラ

ブ
質
オ
ト
は
、
｝
茜
余
の
ウ
イ
グ
ル
入
に
關
…
す
る
肌
堀
初
の
論
丈
は
既
に

　
八
一
一
年
東
洋
實
臓
（
団
七
5
鳥
ひ
窺
讐
ぴ
。
鄭
α
o
ω
○
醜
冨
葺
ω
）
誌
第

二
巷
に
印
刷
せ
ら
れ
、
難
年
叉
訂
正
櫓
補
し
て
之
を
余
の
カ
ウ
カ

ズ
族
行
詑
に
附
録
と
し
て
牧
め
た
り
㍊
と
書
い
て
み
る
。
又
同
考

五
頁
に
は
「
余
の
シ
ベ
リ
ア
磁
器
に
於
て
一
八
〇
六
年
幸
に
も
ウ

第
瓢
十
藤
巻
　
第
醐
號

八
九

凱
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東
洋
學
黙
考
抄
ハ
眉
演
）

、4

O
ル
語
が
愚
語
な
る
吐
魯
番
人
の
ウ
ス
ト
・
カ
メ
ノ
．
撒
ル
ス
ク

に
住
せ
る
を
軸
獲
越
し
、
其
物
つ
か
ら
約
九
幸
の
ウ
イ
グ
ル
語
を
採

集
す
る
を
得
た
り
、
此
語
彙
を
ト
ル
器
・
二
胡
ル
語
と
比
較
し
て

之
を
一
八
｝
二
年
余
の
ウ
イ
グ
ル
尊
翰
文
字
考
に
於
て
獲
表
し
、

東
洋
賓
藏
誌
及
び
カ
ウ
カ
ズ
平
行
詑
第
二
雀
に
試
刷
せ
ら
れ
た

り
。
」
と
記
し
、
「
術
ほ
後
者
よ
り
特
に
百
部
を
抜
…
謝
し
た
り
璽
…
と
註

し
て
み
る
。
侮
檬
又
彼
の
｝
。
封
照
距
細
薫
紘
盟
集
」
（
囚
げ
℃
嬬
O
叶
び
嚇

諺
ω
貯
勺
O
ぐ
窪
q
δ
溶
性
勺
鋤
鉱
ρ
ぴ
①
一
》
●
○
つ
2
毎
ぴ
二
ρ
憎
ρ
H
Q
◎
熱
Q
Q
Q
や
b
o
同
仁

切
O
罐
）
に
は
、
「
余
は
此
語
彙
（
こ
れ
は
帯
磁
密
語
な
り
、
上
紀
の

ウ
イ
グ
ル
語
彙
な
ら
す
）
を
猫
鳴
し
註
を
附
し
て
余
の
ウ
君
グ
ル

考
の
第
三
日
取
後
版
中
に
印
…
刷
し
、
伯
林
王
立
丈
庫
所
描
賊
即
訳
了
…
㈱
遍
M

闘
録
の
附
録
と
し
て
獲
行
せ
り
」
と
明
記
し
て
み
る
。
以
上
の
ク

ラ
ブ
翼
オ
ト
の
一
二
ふ
所
を
綜
ム
n
す
れ
ば
、
彼
の
ウ
イ
グ
ル
考
は
説

太
・
、
獅
ち
東
洋
無
心
賊
誌
本
が
一
、
カ
ウ
カ
ズ
醜
行
記
本
が
二
、
伯

林
聞
鋒
伊
本
が
　
二
、
で
あ
っ
て
、
漸
次
増
補
目
掛
正
せ
ら
れ
た
も
の
で
、

殊
に
第
三
本
に
至
っ
て
始
め
て
吐
魯
番
人
に
よ
っ
て
蒐
集
し
た
ウ

イ
グ
ル
語
乱
集
は
山
漆
田
鰍
認
語
に
取
換
え
ら
．
れ
た
の
で
あ
る
。
軍
な
る

再
刊
で
は
な
い
の
だ
Q

第
　
一
十
胤
験
一
　
第
鱗
號

九
〇

東
洋
玉
蔵
誌
の
第
心
立
は
一
八
一
…
年
に
姶
癒
む
一
八
＝
一
年

に
絡
る
。
彼
の
ウ
イ
グ
ル
考
は
其
第
唇
面
羅
に
牧
め
ら
れ
て
る
る

か
ら
、
多
分
」
八
一
一
年
と
す
る
方
が
善
か
ら
う
。
カ
ウ
カ
ズ
族

行
記
は
余
は
墨
黒
真
鯖
訳
本
も
佛
雨
露
英
謬
本
立
も
だ
見
ざ
る
所

で
あ
る
。
階
…
つ
て
佛
英
爾
本
が
こ
の
ウ
イ
グ
ル
考
を
附
せ
る
や
否

や
を
蜘
乱
す
惹
を
～
得
な
い
。
欄
乙
本
は
ベ
ル
リ
ン
及
び
ハ
レ
の
訓
円
太
・

と
云
ふ
．
い
然
ら
ば
コ
ル
ヂ
エ
書
録
、
ク
ー
フ
プ
μ
オ
ト
叢
書
隣
録
に

出
て
み
る
本
島
伯
林
本
は
こ
の
第
鷺
太
」
の
抜
・
刷
〃
太
－
で
あ
る
．
．
遺
漸
問

目
録
の
巴
里
本
は
第
黒
の
伯
林
樋
録
本
の
抜
…
欄
本
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
本
考
は
一
二
種
y
の
り
、
別
に
二
種
の
抜
…
欄
が
あ
る
を
知
る

を
得
た
。

四
　
ア
ブ
ル
・
ガ
ジ
の
伊
太
利
謬

　
噌
ノ
ブ
ル
・
ガ
諌
ソ
●
．
八
ハ
。
ツ
ル
い
汗
の
…
、
土
耳
離
日
丁
ボ
木
々
陣
弧
泌
肌
い
「
て
は
、

ド
ー
ソ
ン
の
牒
翠
古
史
に
解
…
題
が
あ
’
る
（
田
中
葦
一
点
岬
…
謬
補
、
ド
ー

ソ
ン
蒙
古
壁
上
雀
、
籍
波
丈
庫
本
、
昭
和
十
一
年
東
京
刊
。
三
七

頚
）
。
今
日
で
は
多
少
の
壌
補
と
訂
慣
と
を
必
要
と
す
る
。
コ
ル
ヂ

皿
の
麦
郷
錐
書
録
第
四
釜
瓢
七
七
〇
欄
以
下
に
は
注
記
も
あ
り
、
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佛
悪
露
…
な
ど
の
謬
本
も
繊
て
る
て
、
之
を
繍
…
．
ひ
得
る
が
、
樹
醸
英

謬
本

　
　
　
》
○
Φ
口
霞
鮎
霞
ω
8
著
。
ぼ
ぽ
↓
¢
鱒
ρ
鍵
£
巳
ρ
鋤
＆

臼
蓋
。
け
鷲
ω
響
く
巳
ぬ
鎮
ぐ
6
弩
巴
↓
幾
け
霞
ω
．
6
0
鴨
昏
臼
毒
智
び
餌

U
①
ω
o
弓
6
江
。
昌
。
脇
停
Φ
O
o
§
三
①
ω
夢
①
三
喜
簿
露
点
・
冒
目
≦
◎

＜
o
ざ
ヨ
Φ
ω
●
図
．
↓
9
0
2
紹
δ
臓
。
巴
霞
ω
8
著
。
隔
夢
Φ

6
餌
魯
輿
◎
o
層
　
け
門
櫓
門
ω
一
ρ
け
①
侮
　
h
桟
O
ヨ
　
　
け
げ
Φ
　
↓
跨
げ
鍵
　
　
自
鋤
拶
自
ω
O
憎
一
〇
紳

≦
誤
謬
け
O
灘
一
嵩
帥
び
①
ζ
0
9
含
ロ
一
U
£
卓
口
騎
口
⇔
鐙
Φ
ぴ
団
》
び
鋸
．
一
〇
び
妙
N
坤
】
W
僧
－

ぴ
詫
Φ
5
閑
冨
嵩
。
臨
閑
ぎ
≦
費
自
。
N
ヨ
．
同
糊
●
φ
跡
諺
8
Φ
簿
o
P
落

等
㊦
ω
③
暮
の
欝
審
。
臨
窪
Φ
2
0
桟
け
7
奪
却
》
の
童
鋤
ω
八
社
色
鼠
①
ω

O
鐙
包
蜜
3
蔓
＼
。
二
冨
O
。
§
三
①
ω
℃
8
ω
。
ω
ω
．
山
導
芸
Φ

竃
○
窪
q
八
一
ω
　
曽
口
瓢
　
↓
鋤
け
鑑
ω
）
　
麟
β
自
　
も
Q
囲
び
O
巴
一
二
n
　
　
＜
『
障
げ
　
ω
○
ヨ
Φ

O
ぴ
ω
①
肘
く
凶
鐵
O
昌
ω
　
門
⑦
一
ρ
臨
β
騎
　
　
什
O
　
∩
醒
Φ
9
け
　
涛
漆
の
ω
一
月
℃
　
↓
環
厭
犀
鴇
噂

》
『
鋤
げ
一
戸
u
℃
Φ
『
ω
一
郭
v
囲
嵩
幽
圃
9
効
鮮
血
○
ゲ
同
仁
翁
」
．
　
♂
＜
詳
7
↓
妻
O
ζ
溝
唱
ω

Φ
図
ず
一
ぴ
謬
圃
嵩
鋳
q
け
び
⑦
》
昌
○
一
Φ
社
日
餌
昌
鳥
℃
同
の
ω
⑦
旨
什
も
。
け
置
目
Φ
O
暁
O
桟
鋤
口
自

↓
餌
帥
鋤
憎
《
。
　
臼
ぴ
O
≦
置
O
一
Φ
ヨ
餌
匹
Φ
国
昌
ひ
q
嵩
ω
び
隔
日
O
ヨ
齢
び
Φ
閃
憎
の
昌
O
び
噛

ミ
騨
げ
、
ω
⑦
く
O
『
移
目
　
日
露
℃
戦
O
〈
Φ
ヨ
Φ
誹
叶
ω
　
鋤
昌
創
　
諺
自
血
一
嵩
O
昌
の
。
　
ぴ
O
昌
－

伽
§
し
認
ρ
（
＜
♀
篤
い
。
昌
鳥
§
L
謡
ε

策
．
洋
．
．
畢
欝
考
、
抄
ハ
贋
．
濱
）

を
載
せ
て
み
な
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
此
英
謬
本
は
一
七
二
六
年
ラ

イ
デ
ン
刊
佛
誕
本
に
よ
っ
た
毒
は
明
か
で
あ
る
。
此
晶
央
課
太
・
の
外

に
伽
太
華
語
謁
本
も
有
る
が
間
り
漏
れ
て
み
る
．

　
　
そ
の
研
太
利
課
本
と
云
ふ
の
は
偶
六
余
が
丸
善
書
店
か
ち
．
求
め
、

得
た
る
置
畳
で
あ
．
る
が
、
表
紙
裏
に
は
蕎
藏
蒋
の
藏
書
票
が
あ
る
。

獅
子
牌
の
上
に
王
冠
が
有
り
、
下
に
は
…
、
諺
離
ω
覧
O
貯
三
毛
O
婦
O
甑
ω

》
①
く
ご
と
刻
せ
る
動
脳
単
が
三
一
り
、
姦
右
に
は
…
廻
あ
り
鱗
あ
．
る
龍
馬

が
立
っ
て
後
足
で
「
湧
く
量
器
匿
冨
。
・
亀
Z
。
ぴ
蕾
ω
Φ
」
と
記

せ
る
長
い
も
の
を
引
繕
合
っ
て
み
る
。
藏
勲
悶
藥
に
昧
い
余
に
は
分

ら
．
な
い
．
．
締
…
漂
十
八
纈
…
牟
、
　
七
日
　
十
一
槻
職
噛
の
．
紙
誌
…
四
六
貰
に
軸
栴
．
細

な
宇
で
識
岡
い
て
あ
る
。
字
…
難
も
F
紙
憐
以
も
余
の
知
る
所
で
な
い
が
、

相
當
に
古
い
も
の
ら
．
し
．
い
。
第
一
頁
　
の
巾
敷
題
は
次
の
通
り
．
．
．

　
　
　
も
0
8
曇
＼
O
窪
Φ
既
○
讐
8
＼
窪
Φ
6
韓
藍
＼
穿
蝕
。
簿
ミ

自
軍
罫
ψ
↓
塁
・
詳
㌶
。
＼
鰹
≧
び
養
蝕
笹
葺
銭
霞
9
磐
噛
＼
Φ
け

飴
三
9
ぎ
島
．
§
跡
q
鑓
昌
器
質
Φ
δ
＼
蝕
8
。
。
Φ
毎
鼠
。
三
＼

髪
§
声
量
ρ
⑦
。
戸
三
。
ω
幽
ω
ω
巨
①
＼
《
・
ε
三
目
鵡
§
ω
臨
。

鷲
Φ
器
暮
Φ
＼
鐙
嵩
、
》
ω
㌶
ω
象
窪
葺
。
舞
す
＼
O
。
諜
冨
O
舞
の

0
8
か
・
轟
蔚
冨
昌
§
。
・
ω
琶
㊦
埴
＼
愛
謬
．
⇔
：
倉
．
曹
＼
ぎ
駄

箪
二
＋
灘
巻
第
臨
號

九
晶
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東
洋
難
簿
認
識
（
轟
轟
）

ミ
ミ
§
馬
ぎ
醤
ミ
器
も
り
愚
ミ
ト
飛
（
引
蕊
）
＼
ミ
ト
違
算
密
馬

N
越
郵
＼
　
O
o
昌
一
矯
鋤
鎚
身
騎
貯
昌
蜜
鳥
Φ
躍
㊦
o
ω
ω
興
信
鋤
N
陣
O
融
＼
瓢
Φ
囲
↓
肘

簿
α
¢
9
0
器
即
銑
幽
暗
。
尺
く
の
⇔
⑦
繁
劇
μ
認
鉾
＼

下
に
線
を
引
い
た
部
分
は
抹
糊
し
て
あ
り
、
末
尾
の
一
七
二
八
年

の
二
の
牢
も
…
四
の
字
に
訂
正
し
允
檬
に
も
見
え
る
。

　
本
堂
岡
は
志
人
界
の
示
あ
夕
加
州
く
一
一
七
二
六
年
ラ
イ
デ
ン
刊
佛
．
羅
畔
本
を

．
璽
課
し
た
も
の
で
あ
る
纂
は
明
瞭
で
あ
る
。
た
ゴ
乱
頭
の
9
簡
ω
嘗
①

Φ
勺
目
貯
簡
♂
鋤
q
δ
、
と
を
除
い
た
丈
で
あ
る
。
議
事
末
尾
の
云
ふ
所

に
よ
れ
ば
秘
太
利
課
者
の
漁
弾
証
が
あ
る
の
だ
ら
う
が
、
余
は
未
だ

繁
嵩
十
眠
巻
　
第
蚕
簿

九
工

之
を
群
か
に
し
て
る
な
い
。
掩
穿
本
書
の
巷
尾
禁
引
の
次
に
腿
版

闊
録
が
出
て
み
る
所
を
以
て
す
る
と
、
糟
註
を
試
み
て
み
る
か
も

知
れ
な
い
Q
闇
回
り
今
の
妙
本
に
は
醐
版
は
一
つ
・
も
身
一
っ
て
は
み
な

い
の
で
あ
る
。
本
妻
本
は
い
か
に
も
刊
本
か
ら
．
移
澄
し
た
も
の
玉

様
に
も
見
ら
れ
る
が
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ャ
刊
本
な
る
も
の
が
存
在
す
る

の
で
あ
ら
う
か
。
博
雅
の
士
の
示
…
敏
を
撃
む
所
以
で
あ
る
。
閃
…
に

表
題
に
ア
ル
ブ
・
ガ
ジ
・
バ
ヤ
ヅ
ル
汗
と
あ
る
の
は
圏
リ
ア
ブ
ル
ゼ

ガ
ジ
・
バ
ヤ
ヅ
．
ル
汗
の
誤
詑
で
あ
る
。
中
は
皆
…
ア
ブ
ル
に
な
っ
て

み
る
。
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